



























































































































寄　　与　　率 45．8％16．0％10．4％ 6．2％ 78．5％








































平均 SD 平均 SD F－t
1。企業の将来性 ．2ユ 0．95 2．4 0．92 ＜＜
4。企業の安定性 2．2 0．97 ぐ題（ジ 0．85
11。失業のおそれ（リストラ） 2．3 1．34 2．4 ！．22
12。昇進の可能i生 2．6 1．17 3．1 1．02 ＜＜
23。資本金 3．5 1．13 3．5 1．11
18。企業の規模 3．4 125 3．1 1．02 ＞＞
24。企業の業績（実績） 3．0 1．07 3．0 1．03
26。経営者の手腕・能力 2．6 1．09 3．1 1．10 ＜＜
3。能力や才能の発揮の可能性 2．4 1．02 2．7 1．01 ＜＜
8。技術力・企画力・開発力 2．8 1．10 3．3 1．15 ＜＜
27。仕事（職業）への適性 2．2 0．96 2．2 0．92
16。仕事内容 ∫ユぐ9 0．91 盆．7 0．82
29。業種や事業内容 幻－ 0．91 2．1 0．98
25。資格取得の可能性 3．2 1．18 3．2 LO2
20。企業内での縁故（コネ） 42 L22 40 1．16
21。従業員の年齢構成比 3．9 ！．17 3．5 1．08 ＞＞
13。知人や先輩の勤務の有無 42 1．33 鼠9 1．18 〉
17．社宅・寮の有無 3．8 1．20 aρ 127
22。企業の知名度 3．7 1．10 3．2 1．09 ＞＞
5。男女格差の可能1生 40 1．2！ 3．0 1．13 ＞＞
30。勤務時間 2．7 1．11 2．1 0．84 ＞＞
2。休日・休暇の多さ 2．5 ！．02 2．3 0．82 〉
7．通勤の便利さ 2．5 1．05＿a澄 0．96 ＞＞
19。残業の多さ 3．2 1．17 2．8 1．04 ＞＞
28。転勤の可能性 2．9 ！．34 2．7 1．17
14。給料 2．7 1．04 2．2 0．96 ＞＞
6。海外出張の可能性 3．4 1．52 3．3 1．44
9。福利厚生施設（保養所など） 3．3 1．27 3．2 1．10
10。社会的な貢献度 3．2 ！．！9 3．2 LO5






















因　子　寄与 2，348 2，204 1，909 累積


















平均 SD 平均 SD
F－t
2。卒業学部（短大は卒業学科） 3．1 1．02 2．7 0．91 ＞〉
3。卒業学科（短大は卒業専攻） 3．2 0．99 2．7 0．93 ＞＞
1。卒業大学 2．5 1．03 2．3 0．93
4。大学での学業成績 2．9 1．03 2．5 0．99 ＞＞
6。家族構成 42 1．05 a7 圭．03 ＞＞
7。親の職業 42 1．18 ＆7 1．20 ＞＞
8。出身地 44 1．09 ＆5 1．16 ＞〉
！6。同じ大学卒業者の採用実績 3．1 1．12 2．9 0．92
13。性格 2．0 0．77 1．9 0．82
11。面接時の印象 ゴ4 0．65 ．・?．5 0．89




10．入社（採用）試験の成績 2．2 0．90 2．2 0．92
12。体力 2．9 0．94 2．5 0．95 ＞＞
5。大学でのクラブ・部活動 3．3 LO8 3．1 0．97
9。縁故（コネ） 3．1 1．32 3．2 1．14
平均の検定：A群の方が有意に小さい（＜＜p〈0．01，〈p〈0．05）
　　　　　B群の方が有意に小さい（〉＞p〈O．Ol，＞p＜0．05）
視されていると思っていることがわかる。また，表4の右端はF－t検定の結果である。表から
も理解されるように，男子学生と女子学生との間に，企業に対する学生の立場を同水準に置いて
いないことが示唆された。
N．要
?
本研究の分析により，大学生の麟職観について以下のことが明らかになった。
（1）就職活動について，男子大学生の7割が就職先を「必ず決める」としているのに対し，女
　子短大生で就職先を「必ず決める」としている学生は5割にとどまっており，就職に対する
　姿勢の違いがうかがえる。
（2）卒業後初めに就いた仕事をどの程度継続するつもりかについて，男子大学生は約半数が
　「定年まで」とする一方で，「6年まで」にやめるつもりであると回答した学生も25％にの
　ぼり，傾向が分かれている。これに対し，女子短大生では，6割が「6年まで」にやめるで
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　あろうと考えている。女子の場合は，結婚・出産が退職のきっかけになるという意識がある
　ものと思われる。
（3）学生が就職先を選択する際に重視する事柄は，『安定志向』，『能力志向』，『人間関係』，
　『基本条件』の4因子で説明できる。
（4）　『安定志向』因子と『能力志向』因子は男子大学生の方が重視する傾向にある。一方，
　『人間関係』因子と『基本条件』因子は女子短大生の方が重視している。
（5）学生の側からみると，企業が社員を採用する際に重視すると思われる事柄は，『大学』，
　『家族』，『個人』の3因子で説明できる。学生は，中でも「個人の資質」が特に重視されて
　いるのではないかと考えているようである。
　最後に，本研究の分析について的確なご指摘をいただきました亜細亜大学教授の馬場房子先生
に深謝いたします。
【参考文献】
1）和田美知子：「就職に対する大学生の意識に関する研究一就職先の選び方と採用基準の捉え方
　一一」。1999，城西大学女子短期大学部紀要，第16巻第1号。
2）和田美知子：「大学生の就職観に見られる学年・性別の影響」。2000，城西大学女子短期大学部
　紀要，第17巻第1号。
3）宮沢秀次：「大学生の就職意識に関する研究（1）」。1990，名古屋経済大学・市邨学園短期大学
　人文科学論集，45。
4）　宮沢秀次：「大学生の就職意識に関する研究（II）」。1990，名古屋経済大学・市邨学園短期大学
　人文科学論集，46。
5）　宮沢秀次＝「就職『好調期』と『超氷河期』における大学生の就職意識の比較研究（1）」。1996，
　名古屋経済大学・市邨学園短期大学人文科学論集，58。
6）　宮沢秀次：「就職『好調期』と『超氷河期』における大学生の就職意識の比較研究（II）」．1997，
　名古屋経済大学・市邨学園短期大学人文科学論集，59e
7）外島裕・田中堅一郎編：「産業・組織心理学エッセンシャルズ」。2000，ナカニシや出版e
